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１５・１・２６

議
員

読
み
・
書
き
・
計
算
等
に
困
難
が

あ
る
Ｌ
Ｄ(
学
習
障
が
い)

と
、
不
注
意

な
過
ち
を
す
る
等
の
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意

欠
陥
・
多
動
性
障
が
い
）は
、治
療
法
や

教
育
方
法
が
全
く
違
う
。だ
が
、日
本
で

は
い
ま
だ
混
同
し
た
解
釈
が
あ
り
、
そ

の
こ
と
が
、
今
日
の
Ｌ
Ｄ
児
や
Ａ
Ｄ
Ｈ

Ｄ
児
へ
の
教
育
に「
ズ
レ
」を
生
じ
さ
せ

議
員

①
介
護
保
険
制
度
は
、
低
所
得

者
に
は
保
険
料
と
利
用
料
の
負
担
は
重

く
、
冷
た
い
制
度
だ
。
問
題
点
を
聞
く

②
介
護
保
険
事
業
計
画
の
次
期
見
直
し

の
中
心
は
介
護
報
酬
と
介
護
保
険
料
で

あ
る
。
J
市
の
見
直
し
内
容
K
非
課
税

者
及
び
非
課
税
世
帯
へ
の
訪
問
介
護
サ

U
ビ
ス
等
の
利
用
料
減
免
制
度
の
継
続

へ
の
考
え
―
―
を
聞
く
③
保
険
料
減
免

措
置
を
と
る
自
治
体
も
多
い
。
低
所
得

者
へ
の
配
慮
は
事
業
計
画
の
見
直
し
に

は
不
可
欠
だ
。
い
わ
ゆ
る
「
流
山
方

式
」
し
か
な
い
と
考
え
る
。
考
え
を
伺

う
④
市
内
に
は
な
い
療
養
型
病
床
群
の

見
通
し
を
聞
く
⑤
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
U
に

関
し
、
J
本
来
業
務
に
向
け
た
改
善
点

K
訪
問
介
護
の
見
直
し
―
―
を
伺
う
⑥

痴
ほ
う
症
高
齢
者
へ
の
改
善
点
を
聞
く

⑦
ホ
U
ム
ヘ
ル
パ
U
は
報
酬
も
身
分
保

障
も
低
い
。
典
型
例
が
登
録
ヘ
ル
パ
U

だ
。国
は
登
録
ヘ
ル
パ
U
制
度
の
廃
止
、

労
働
条
件
の
改
善
策
を
行
う
べ
き
だ
。

市
の
対
応
を
聞
く
⑧
要
介
護
認
定
時
の

コ
ン
ピ
ュ
U
タ
判
定
を
補
完
す
る
介
護

認
定
審
査
会
の
費
用
は
全
国
で
500
億
円

を
超
え
る
と
聞
く
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
U

等
に
よ
る
人
間
的
で
簡
素
な
も
の
に
す

る
べ
き
だ
。
所
見
を
伺
う
⑨
現
行
の
認

定
区
分
を
２
、
３
段
階
に
簡
素
化
す
べ

き
だ
。
市
の
見
解
を
伺
う
。

市
長
　
①
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
偏
り
、
在
宅

と
施
設
サ
U
ビ
ス
の
給
付
や
単
価
の
質

等
だ
②
J
需
要
を
考
え
た
施
設
整
備
等

だ
K
見
直
し
も
行
い
継
続
し
た
い
③
５

段
階
方
式
で
の
減
額
を
検
討
し
た
い
。

議
員
　
①
市
民
、
企
業
、
行
政
の
連
携
、

協
働
で
美
し
い
ま
ち
三
鷹
を
創
っ
て
い

く
べ
き
だ
。
環
境
問
題
で
は
、「
花
と

緑
に
囲
ま
れ
た
ガ
U
デ
ン
シ
テ
ィ
」
の

構
築
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
削
減
施
策
の

推
進
は
不
可
欠
で
あ
る
。
た
ば
こ
の
ポ

イ
捨
て
禁
止
条
例
を
持
つ
市
区
も
出
て

い
る
。
花
や
緑
で
き
れ
い
に
な
っ
た
三

鷹
駅
南
口
の
デ
ッ
キ
も
、
た
ば
こ
の
ポ

イ
捨
て
で
美
し
さ
が
半
減
す
る
感
は
否

め
な
い
。
三
鷹
駅
南
口
デ
ッ
キ
上
の
美

観
、
景
観
対
策
を
聞
く
②
子
ど
も
や
子

育
て
を
す
る
家
庭
を
応
援
し
、
安
心
し

て
子
育
て
を
可
能
と
す
る
施
策
は
一
層

重
要
だ
③
¡
三
鷹
市
シ
ル
バ
U
人
材
セ

ン
タ
U
や
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
等
を
活

用
す
る
な
ど
し
て
、
い
く
つ
に
な
っ
て

も
社
会
参
加
が
可
能
で
、
生
き
が
い
と

や
り
が
い
を
も
っ
て
地
域
生
活
が
送
れ

る
組
織
づ
く
り
へ
の
支
援
が
大
切
だ
。

考
え
を
伺
う
④
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
規
範
意
識
、
道
徳
意
識
等
を
伝
え

る
仕
組
み
づ
く
り
が
大
切
だ
。
市
内
の

小
学
校
な
ど
で
三
鷹
市
民
謡
連
合
会
と

連
携
し
て
い
る
例
も
あ
る
と
聞
く
。
地

域
の
高
齢
者
等
と
の
連
携
・
協
力
の
考

え
を
聞
く
⑤
環
境
・
緑
・
防
災
等
を
含

め
て
市
内
の
農
地
の
果
た
す
役
割
は
大

き
い
。
農
地
保
全
策
に
関
し
、
今
後
の

考
え
を
伺
う
⑥
美
し
い
ま
ち
三
鷹
を
創

る
上
で
、
財
政
基
盤
の
安
定
は
不
可
欠

だ
。
外
か
く
団
体
の
改
革
や
補
助
金
の

見
直
し
等
も
含
め
、
行
財
政
改
革
が
問

わ
れ
て
い
る
。
考
え
を
問
う
。

市
長

①
行
政
だ
け
で
の
解
決
は
困
難

だ
。市
民
意
識
を
醸
成
し
解
決
し
た
い
。

教
育
長

④
今
後
も
努
力
し
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

②
重
要
性
は
十
分
に

認
識
し
て
い
る
③
介
護
予
防
等
、
高
齢

者
の
健
康
づ
く
り
に
力
を
い
れ
る
。

生
活
環
境
部
長

⑤
改
定
中
の
農
業
振

興
計
画
で
、
位
置
づ
け
を
し
た
い
。

企
画
部
長

⑥
一
層
、
研
究
し
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

④
１
つ
の
医
療
機
関

に
転
換
意
向
が
あ
る
⑤
J
実
践
的
研
修

を
実
施
し
、
サ
U
ビ
ス
計
画
検
討
会
議

開
催
を
関
係
者
に
働
き
か
け
る
K
報
酬

単
価
の
引
上
げ
と
２
類
型
化
の
方
向
で

国
が
検
討
中
だ
⑥
15
年
度
か
ら
国
は
新

認
定
ソ
フ
ト
を
使
う
予
定
だ
⑦
国
等
へ

改
善
要
請
を
し
た
い
⑧
２
次
判
定
の
能

力
を
高
め
た
い
⑨
今
後
の
課
題
だ
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
環
境
問
題
に
つ
い

て
／
個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て

て
い
る
も
の
と
私
は
考
え
る
。
本
市
で

は
Ｌ
Ｄ
の
児
童
・
生
徒
に
対
し
、
８
、
９

年
度
に
国
の
地
域
指
定
を
受
け
、
学
習

障
が
い
児
等
指
導
相
談
事
業
を
展
開
し

た
。そ
の
後
、学
習
障
が
い
児
巡
回
指
導

相
談
員
の
派
遣
事
業
を
実
施
し
、
14
年

度
は
各
校
に
延
べ
115
回
派
遣
す
る
等
、

先
駆
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
①
昭
島

市
で
は
、全
教
職
員
に「
Ｑ
＆
Ａ
―
Ｌ
Ｄ

児
の
理
解
と
指
導
」
を
配
付
し
た
。
Ｌ

Ｄ
児
へ
の
共
通
理
解
に
有
効
で
あ
る
。

Ｌ
Ｄ
児
に
は
、
常
に
最
新
の
指
導
方
法

と
、
教
職
員
は
も
と
よ
り
保
護
者
や
地

域
住
民
の
理
解
が
必
要
だ
。
本
市
の
市

民
へ
の
周
知
を
徹
底
さ
せ
よ
②
Ｌ
Ｄ
児

へ
の
理
解
が
進
め
ば
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
児
の

違
い
も
認
識
で
き
る
。Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
児
は
、

学
校
生
活
に
な
じ
め
ず
、
不
登
校
等
に

な
る
場
合
が
あ
り
、
思
春
期
前
の
早
期

発
見
、
対
策
が
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、

今
必
要
な
の
は
、
子
ど
も
た
ち
が
お
互

い
を
理
解
で
き
る
教
育
環
境
で
あ
り
、

市
の
一
層
の
取
組
み
が
必
要
だ
。
J
本

市
の
教
職
員
は
、
Ｌ
Ｄ
と
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の

交
通
ル
U
ル
を
守
る
と
い
う
意
識
の
醸

成
は
欠
か
せ
な
い
。
最
近
、
三
鷹
警
察

署
で
も
一
般
向
け
に
リ
U
フ
レ
ッ
ト
を

作
成
し
た
。
安
全
、
快
適
な
ま
ち
づ
く

り
を
標
ぼ
う
す
る
自
治
体
と
し
て
、
三

鷹
市
は
ど
う
対
処
す
る
の
か
。

市
長

①
13
年
中
に
986
件
の
事
故
が
あ

り
、
う
ち
439
件
が
自
転
車
に
起
因
す
る

②
三
鷹
市
バ
リ
ア
フ
リ
U
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
協
議
会
が
調
査
を
し
て
お
り
、

議
員

基
本
構
想
・
第
３
次
基
本
計
画

で
は
、
計
画
人
口
を
最
大
で
17
万
５
千

人
、
最
終
的
に
は
17
万
人
程
度
に
落
ち

つ
く
と
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
国
勢
調

査
の
人
口
は
既
に
17
万
人
を
超
え
て
い

る
。
市
内
で
は
最
近
大
規
模
な
マ
ン
シ

ョ
ン
計
画
が
増
加
し
、
至
る
と
こ
ろ
で

紛
争
を
起
こ
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り

か
な
り
人
口
が
増
え
る
可
能
性
が
あ
り

計
画
ど
お
り
本
市
の
人
口
が
動
い
て
い

く
か
疑
問
だ
。
①
公
共
施
設
配
置
計
画

議
員

①
市
内
で
病
後
児
保
育
に
対
応

す
る
病
院
は
１
つ
あ
る
だ
け
だ
。
増
設

へ
の
考
え
を
聞
く
②
「
子
育
て
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」
の
拠
点
拡
大
へ
の
考
え
を
問

う
③
待
機
児
問
題
の
対
応
を
聞
く
④
い

じ
め
、
多
発
す
る
犯
罪
等
、
子
ど
も
た

ち
の
精
神
の
荒
廃
ぶ
り
を
嘆
か
わ
し
く

思
う
。
正
義
感
を
は
ぐ
く
む
教
育
の
一

環
に
、
J
偉
人
伝
を
読
む
運
動
K
市
主

催
の
偉
人
伝
読
書
コ
ン
ク
U
ル
―
―
を

実
施
せ
よ
⑤
金
銭
感
覚
等
を
養
う
こ
と

は
教
育
か
ら
外
さ
れ
て
き
た
が
、
実
社

会
で
は
必
要
な
素
養
だ
。
考
え
を
聞
く

⑥
改
正
が
議
論
さ
れ
て
い
る
教
育
基
本

法
へ
の
、
J
市
長
K
教
育
長
―
―
の
所

見
を
問
う
⑦
国
際
社
会
で
日
本
だ
け
の

美
学
「
沈
黙
は
金
」
は
通
用
し
な
い
。

デ
ィ
ベ
U
ト
と
い
う
科
目
を
小
学
校
か

ら
取
り
入
れ
る
べ
き
だ
⑧
子
ど
も
議
会

の
開
催
に
関
し
て
、
中
学
生
の
意
見
発

表
会
が
代
替
行
事
と
な
っ
て
い
る
が
、

全
く
別
モ
ノ
と
考
え
る
。
子
ど
も
議
会

を
、民
主
主
義
を
学
び
、郷
土
を
愛
す
る

心
を
は
ぐ
く
む
実
地
教
育
と
し
て
恒
常

的
に
実
施
せ
よ
⑨
市
内
文
化
施
設
を
使

う
実
地
体
験
教
育
を
さ
ら
に
進
め
よ
。

市
長

①
今
後
の
推
移
を
見
極
め
、
具

体
的
に
検
討
し
た
い
②
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
セ
ン
タ
U
へ
職
員
が
出
向
く
「
出

前
型
の
ひ
ろ
ば
事
業
」
を
行
っ
た
。
拠

点
拡
大
に
は
十
分
配
慮
し
た
い
③
廃
園

す
る
幼
稚
園
等
の
活
用
で
努
力
し
た
い

⑥
J
国
会
で
の
十
分
な
議
論
を
望
む
。

教
育
長

④
J
学
校
図
書
館
に
偉
人
伝

を
置
き
対
応
中
だ
K
学
校
長
等
の
意
見

を
聞
き
、
対
応
し
た
い
⑤
武
蔵
野
税
務

署
の
協
力
で
実
践
教
育
を
行
っ
た
。
今

後
も
拡
大
し
た
い
⑥
K
動
向
を
見
守
り

た
い
⑦
指
摘
の
趣
旨
に
沿
い
対
応
し
た

い
⑧
基
本
的
に
意
見
発
表
会
で
対
応
す

る
が
、
子
ど
も
議
会
は
５
年
ご
と
位
で

実
施
し
た
い
⑨
積
極
的
に
行
い
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
情
報
都
市
・
三
鷹

へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
が
、
J
市
長

の
認
識
を
問
う
K
学
校
、
学
童
保
育
所

へ
の
影
響
を
伺
う
L
保
育
園
は
ど
う
か

②
幼
稚
園
全
廃
計
画
も
見
直
す
べ
き
と

考
え
る
が
市
長
の
所
見
を
問
う
③
周
辺

道
路
等
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
必
要
な
い
か

④
今
回
の
法
改
正
を
踏
ま
え
、
次
回
用

途
地
域
見
直
し
の
中
で
、
住
居
地
域
の

容
積
率
を
200
％
か
ら
150
％
に
引
き
下
げ

る
こ
と
も
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

①
J
小
学
校
で
児
童
数
の
増
が

見
込
ま
れ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
公
共
施

設
の
配
置
計
画
に
影
響
が
出
る
と
い
う

ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
②
今
の
と
こ

ろ
見
直
す
考
え
方
は
な
い
③
問
題
は
あ

る
が
、
議
論
す
る
段
階
に
は
至
っ
て
い

な
い
④
地
区
計
画
等
の
活
用
、
工
業
系

用
途
地
域
に
お
け
る
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設

等
を
制
限
す
る
特
別
用
途
地
域
や
絶
対

高
さ
制
限
の
導
入
な
ど
も
検
討
し
、
対

議
員
　
「
２
０
０
５
年
に
世
界
最
先
端

の
Ｉ
Ｔ
国
家
と
な
る
」こ
と
を
目
標
に
、

国
は
、
平
成
13
年
に
「

―
Ｊ
　
　
　

戦
略
」
を
策
定
し
た
。「
Ｉ
Ｔ
基
本

法
」
の
制
定
、
各
省
庁
間
を
Ｌ
Ａ
Ｎ
接

続
し
た「
霞
ケ
関
Ｗ
Ａ
Ｎ
」と
、
地
方
自

治
体
を
結
ぶ
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
U
ク

と
の
接
続
、
14
年
８
月
の
「
住
基
ネ
ッ

ト
」
の
稼
働
な
ど
、
電
子
政
府
・
電
子

自
治
体
の
構
築
に
向
け
、
国
や
自
治
体

の
取
組
み
が
本
格
化
し
て
い
る
。
本
市

で
も
、
第
３
次
基
本
計
画
で
、
情
報
環

境
の
整
備
等
、
今
後
の
取
組
み
が
示
さ

れ
て
い
る
。
①
市
民
の
ニ
U
ズ
は
多
様

化
し
て
い
る
。Ｉ
Ｔ
化
の
進
展
に
伴
い
、

行
政
サ
U
ビ
ス
の
向
上
や
行
政
の
効
率

化
等
、
市
民
の
期
待
は
大
き
い
。
本
市

が
目
指
し
て
い
る「
情
報
都
市
み
た
か
」

の
姿
と
は
、
ど
う
い
う
も
の
か
②
本
市

は
、「

都
市
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
」
な

ど
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。今
後
も
、市
の

Ｉ
Ｔ
化
は
進
展
し
、
国
や
東
京
都
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
U
ク
が
構
築
さ
れ
て
い
く
。

J
現
在
の
進
ち
ょ
く
状
況
を
伺
う
K
課

題
は
何
か
③
14
年
度
の
本
市
に
お
け
る

情
報
化
関
連
の
予
算
額
は
、
７
億
円
を

超
え
る
。
電
子
自
治
体
の
実
現
に
は
、

さ
ら
に
経
費
を
要
す
る
が
、
地
方
交
付

税
の
不
交
付
団
体
で
あ
る
本
市
は
、
何

ら
財
源
措
置
が
な
い
。
J
現
状
の
経
費

へ
の
見
解
を
聞
く
K
国
等
に
財
政
措
置

等
を
得
る
よ
う
働
き
か
け
よ
④
シ
ス
テ

ム
開
発
の
経
費
も
非
常
に
高
額
だ
。
本

市
の
経
費
削
減
に
考
え
を
示
せ
。

市
長

①
市
民
生
活
の
利
便
性
の
向
上

等
を
進
め
て
い
く
こ
と
だ
②
J

昨
年

度
、国
と
都
道
府
県
、政
令
指
定
都
市
が

接
続
さ
れ
た
K
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
等

が
必
要
だ
③
J
他
市
と
同
じ
状
況
だ
。

経
費
削
減
に
努
力
す
る
K
国
の
直
接
投

資
や
補
助
金
獲
得
を
誘
導
し
た
い
。

企
画
部
長

④
は
ん
用
ソ
フ
ト
の
活
用

等
で
、
経
費
削
減
に
努
力
し
た
い
。

先
日
、
緊
急
提
言
が
あ
っ
た
。
市
で
は

関
係
機
関
に
早
急
な
対
策
の
検
討
を
求

め
た
。歩
道
の
危
険
個
所
に
つ
い
て
も
、

こ
の
中
で
改
善
策
が
ま
と
め
ら
れ
具
体

的
な
方
策
を
講
じ
ら
れ
る
③
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
と
ら
え
、
交
通
法
規
の
遵
守
等

の
啓
発
活
動
に
取
り
組
み
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉防
災
対
策
に
つ
い
て

議
員

近
年
、
自
転
車
は
、
環
境
に
優

し
い
交
通
手
段
と
し
て
、
そ
の
利
用
が

進
ん
で
い
る
。
一
方
、
歩
行
者
に
と
っ

て
自
転
車
と
の
関
係
で
危
険
を
感
じ
る

場
面
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

①
三
鷹
市
内
で
の
自
転
車
が
関
係
し
た

人
身
事
故
の
発
生
件
数
を
示
せ
②
市
内

に
は
、
自
転
車
と
歩
行
者
と
の
間
で
特

に
危
険
性
の
高
い
道
路
が
あ
る
。
都
道

な
ど
の
幹
線
道
路
で
は
、
歩
道
で
の
自

転
車
通
行
が
可
と
い
う
部
分
が
あ
り
、

そ
こ
で
は
歩
行
者
と
自
転
車
の
通
行
区

分
も
な
い
。
天
文
台
通
り
の
西
野
か
ら

人
見
街
道
に
交
差
す
る
ま
で
の
間
な
ど

は
、
ま
さ
に
そ
の
例
で
あ
る
。
ま
た
、

か
え
で
通
り
は
歩
道
が
非
常
に
狭
い
。

こ
う
し
た
危
険
な
歩
道
の
把
握
の
た
め

の
点
検
や
改
善
な
ど
に
つ
い
て
、
市
の

対
応
を
問
う
③
今
日
、
自
転
車
通
行
の

状
況
を
見
る
と
、
猛
ス
ピ
U
ド
で
の
走

行
や
夜
間
の
無
灯
火
、
２
人
乗
り
な
ど

目
に
余
る
も
の
が
あ
る
。
自
転
車
も
当

然
、
道
路
交
通
法
の
適
用
を
受
け
る
。

自
転
車
を
含
む
道
路
の
安
全
に
は
道
路

整
備
や
安
全
教
育
も
必
要
で
あ
る
が
、

違
い
を
把
握
し
対
応
し
て
い
る
の
か
K

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
中
学
生
へ
の
対
応
策
を
聞

く
L
健
康
福
祉
部
と
の
連
携
が
必
要
だ

M
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
で
治
療
可
能
な
症
例
に
つ

い
て
、
市
は
周
知
を
図
る
べ
き
だ
。

教
育
長

①
今
後
、
努
力
し
た
い
②
J

学
習
障
が
い
児
巡
回
指
導
相
談
員
か
ら

の
助
言
や
研
修
等
の
実
施
で
対
応
し
て

い
る
K
ス
ク
U
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
U
等
で

対
応
し
て
い
る
M
学
校
・
家
庭
・
地
域

等
と
連
携
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

健
康
福
祉
部
長

②
L
北
野
ハ
ピ
ネ
ス

セ
ン
タ
U
を
活
用
し
、
対
応
し
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉子
ど
も
の
権
利
条
例

応
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

教
育
長

①
K
一
小
、
高
山
小
の
学
区

域
で
相
当
な
影
響
が
あ
る
が
、
既
存
教

室
の
活
用
で
こ
こ
１
、
２
年
は
対
応
で

き
る
。
そ
の
間
の
動
態
を
見
て
長
期
的

な
施
設
計
画
を
考
え
る
。
学
童
保
育
所

は
需
要
に
こ
た
え
る
た
め
努
力
す
る
。

15
年
度
も
１
カ
所
整
備
を
考
え
た
い
。

健
康
福
祉
部
次
長

①
L
保
育
園
の
待

機
児
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。
牟
礼
保

育
園
建
替
え
時
に
定
員
を
倍
程
度
に
し

た
い
。
民
間
保
育
園
建
替
え
時
や
公
団

建
替
え
時
に
も
定
員
増
や
保
育
施
設
の

新
規
設
置
を
要
請
し
て
い
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
自
治
基
本
条
例

一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問一般質問
教
育
環
境
の
整
備
を

民
主
市
民
連
合

¸
谷
　
議
員

介
護
保
険
料
の
減
免
の
実
現
を

民
主
市
民
連
合

嶋
±

　
議
員

容
積
率
引
下
げ
で
人
口
抑
制
を

民
主
市
民
連
合

¸
井
　
議
員

道
路
通
行
の
安
全
と
自
転
車
対
策
を

政
新
ク
ラ
ブ

島
田
　
議
員

Ｌ
　
Ｄ
　
児

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
児

よ
り
よ
い
明
日
の
三
鷹
を
構
築
せ
よ

政
新
ク
ラ
ブ

加
藤
　
議
員

市
民
に
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を

政
新
ク
ラ
ブ

宍
戸
　
議
員

施
策
を
一
層
充
実
せ
よ

政
新
ク
ラ
ブ

田
中
　
議
員

子
育
て
支
援

教

育

問

題

電
　
子

自
治
体

スクールカウンセラーの役割は大きい　……市内中学校

子育てをしやすい環境に

……子ども家庭支援センターのびのびひろば

ｅ

ｅ

ａ
ｐ
ａ

ｎ


